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②

肥料供給と食料安全保障を強化
するEU肥料行動計画の概要2

　欧州委員会は2026年５月19日、肥料行動計画を採択した。この計画は肥料の価格上昇と供給不足に直
面する農家を支援する目的で、肥料の国内生産を強化し、輸入依存を減らすための取り組みである。これに
よって、食料安全保障の確保とEUの戦略的自律性の強化に直接貢献し、高い水準の気候・環境目標の追求
に寄与することが期待されている。

１．肥料行動計画の背景
　肥料は農業の生産性向上、農業の存続可能性、
食料安全保障の維持に不可欠であり、農家にとっ
て生産コストの大きな割合を占めている。近年に
おける地政学的衝撃と供給の混乱により肥料価格
は急騰し、EU全土の農家にますます大きな経営面
の圧力をかけている。
　肥料価格の上昇は、農家に施用量の削減や耕作
地の縮小を余儀なくし、作物の収量、食料の生産
量、そしてEUの農業部門の回復力を脅かすリスク
がある。したがって、次の播種シーズンが近づく中、
農家は手頃な価格の肥料を確実に入手する必要が
ある。同時に、肥料の海外依存を減らし、将来の
地政学的衝撃に強く耐えるために、より強靭で競
争力のある循環型国内肥料産業を育成しなければ
ならない。EUは、窒素肥料の約30％、リン酸肥料
の約70％、カリ肥料の約40％を輸入に依存してお
り、中東情勢の緊迫化に伴い、2026年４月のEU域
内の肥料価格は24年平均比で70％上昇している。
　この状況への継続的な対応の一環として、欧州
委員会はすでにいくつかの措置を講じている。温
室効果ガス（GHG）の排出量算定ルールの例外
措置の導入によって、国際貿易の炭素価格制度で
ある炭素国境調整メカニズム（CBAM：Carbon 
Border Adjustment Mechanism）規則が肥料に及
ぼす影響を軽減し、肥料が唯一の恩恵を受ける商
品となった（肥料にのみ10％の代わりに１％のマー
クアップを適用する）。欧州委員会は2026年２月、
主要な窒素肥料およびその生産用投入財（アンモ
ニア、尿素）に対する一時的な免税関税割当も提
案した。2026年４月には、中東危機の影響を受け
た農業を含む分野を支援するための一時的な国家
援助枠組みを採択した。同時に、欧州委員会は関
係者とのハイレベル対話を開催し、肥料行動計画
の策定やEU肥料システムの持続可能性、競争力、
回復力強化のための措置を特定した。
　最近の供給混乱と価格変動により、EU全土の農
家に対する圧力が高まり、肥料供給の外部衝撃に
対するEU農業の脆弱性が露呈している。EUの肥
料生産は天然ガスに大きく依存しており、天然ガ
スは窒素肥料生産の重要な原材料であると同時に

重要なエネルギー源でもある。2022年に採択され
た肥料コミュニケーションを踏まえた肥料行動計
画は、供給価格の手頃さと安全性の確保を目指す
即時支援策と、国内肥料生産の強化、供給の回復
力の向上、バイオベース・低炭素・循環肥料への
移行を加速する長期的な行動を組み合わせている。
　欧州委員会のウルズラ・フォン・デア・ライエ
ン委員長は、「この行動計画により、私たちはより
強力にEUの肥料産業への投資を通じて、EUの農
家を支援し、持続可能な自国産への転換策のイノ
ベーションを加速させている。現在進行中の化石
燃料危機は、気候変動と経済的回復力が密接に関
連していることを示している。だからこそ、EUは
持続可能性、手頃な価格、そして域内産業の強さ
に基づく未来を築いているのです。」と述べている。
　また、クリストフ・ハンセン農業・食糧局長は、「食
料安全保障は肥料の安全保障から始まる。EUは農
業を支える栄養素を他者に依存せず、より多くの
生産を増やさなければならない。この行動計画は、
EUの食料生産と競争力を強化し、戦略的自律性を
確保するためのものである。短期的には、次の収
穫期に必要な肥料を購入できるようにEUの農家を
支援する。長期的には肥料の国内生産を強化し、
バイオベースの肥料代替品開発の可能性を拡大す
る。この行動計画は、EU、加盟国内、民間のあら
ゆるレベルでの投資と行動を通じて、肥料に関す
るEUパートナーシップを実現する。」と、肥料行
動計画の意義を強調している。

２．肥料行動計画の内容
（１）農家の肥料入手をめぐる状況を改善する
　欧州委員会は、現行の共通農業政策（CAP）予
算の範囲内で、肥料コストの高い農家に対して、
対象を絞った特別な支援を提供している。具体的
には、農業準備金を大幅に強化するためにEU予算
を動員することを提案する。この財政パッケージ
は、夏前に発表され、次の生産サイクルに備える
農家に即効性のある経済的支援を提供し、農業生
産の持続性に寄与することを目的としている。
　追加の短期的な支援策として、委員会は加盟国
が現行のCAP戦略計画に基づく支援を最大限に活



10 Japan Dairy Council No.624

TOPICS
用できるよう、ターゲットを絞った立法パッケー
ジを提示する。これには、キャッシュフローを支
援する新しい流動化計画、前払いの柔軟性向上、
肥料使用の削減・最適化、バイオベースの肥料へ
の移行、必要に応じて、農場の経営改善への投資
を促す効率的な農業実践への強化インセンティブ
が含まれる。
　農家支援のためのさらなる取組は、より良い肥
培管理、肥料効率の高い農業慣行の開発と普及支
援、そしてCAPに基づく農業アドバイザリーサー
ビスの強化に焦点を当てる。
　委員会はまた、バイオガス生産の副産物である
発酵残さ（メタン発酵消化液）の使用を促進する
ための措置を適切な環境保護措置として提示する。
さらに、硝石指令の今後の評価に伴い、現場の経
験に基づき農業の現実により適合させるために、
いくつかの実施規則を明確にする。

（２）肥料の国内生産を強化し、循環型経済と脱炭
素化を促進する

　欧州委員会は、国内肥料産業の支援、脱工業化
の防止、安定した供給の確保など、輸入依存を減
らすための措置を講じる。循環性を促進し、GHG
排出量を削減するために、EUの代替手段の利用を
奨励する。これには、有機肥料やバイオベースの
肥料代替品、従来の鉱物製品の代替品のより広範
な利用が含まれる。その他の取組には、藻類バイ
オマス、新たな土壌強化剤、微生物溶液、バイオ
刺激剤、さらに下水汚泥からの窒素とリンの回収
が含まれる。
　 今 後 の 排 出 権 取 引 制 度（ETS：Emissions 
Trading System）見直しの一環として、先入観を
持たずに、肥料業界に対する追加的緩和が製造過
程における脱炭素化、バイオベースおよび循環肥
料の生産増加、EUにおける国内生産物の入手可能
性と手頃な価格の確保を伴うよう、選択肢を検討
する。これにより、農家の肥料の入手と手頃な価
格が確保され、EU産肥料製品の普及が促進され、
最終的には国内産業に利益をもたらす。
　委員会はまた、民間収入と公共収入（加盟国財源、
CAP、欧州競争力基金、ETS収入）を結集し、脱
炭素農業と炭素除去に適切なインセンティブを提
供する方法を検討する。同時に、委員会は不要な
行政手続きや市場の障壁を削減し、持続可能な国
内生産肥料の需要を増やすための新たな措置を提
案する。これにより、EU単一市場の機能がより改
善される。循環型経済の実践をさらに効率化する
ため、委員会は廃棄物枠組指令の評価に関連した
措置を評価し、動物およびその他の副産物の管理
を簡素化する。
　さらに、肥料分野がグリーンイノベーションや
近代化への資金調達で他分野に遅れを取らないよ
うにも取り組む。既存の資金は、バイオガスやバ
イオメタンの生産、そしてメタン発酵消化液の価

値化や栄養塩回収の拡大を可能にする廃水インフ
ラ投資を支援するために動員される。

（３）肥料市場の透明性向上、監視強化、関係者間
の対話強化を図る

　円滑に機能する肥料市場には、バリューチェー
ン全体にわたる政策立案者と関係者間の透明性と
構造化された対話が必要である。そのため、欧州
委員会はEU肥料バリューチェーンパートナーシッ
プを開始し、肥料生産者、農家、加盟国を結集し、
これらの課題を克服し、EU全体で手頃な価格で継
続的な食料安全保障を守るための共通の道筋を模
索する。このパートナーシップの下、今後数か月
以内に、肥料の生産、供給、マーケティング、使
用における課題に対する解決策を策定するため、
チェーン内のすべての関係者と共に初の政策対話
が開催される。その結果は、農家と産業双方にとっ
て実現可能な解決策を模索するための基盤となる。
　さらに、欧州委員会は市場監視や早期警戒能力
を強化し、EUにおける肥料に関する定期的かつ最
新のデータの利用を確保するための枠組を提案す
る。その一環として、委員会は炭素国境調整メカ
ニズム（CBAM）および排出権取引システム（ETS）
に関連するコストが、農家が支払う肥料価格にど
のように転嫁され、最終的には食料価格にどのよ
うに転嫁されるかを評価する報告書を作成する予
定である。
　 な お、 肥 料 市 場 観 測 所（Fertilizers market 
observatory）は引き続き市場情報の中心的なプ
ラットフォームとして機能し続ける。また、市場
の機能、価格、在庫に関するデータの収集を改善
することも強化される。この肥料市場観測所は、
委員会の専門家グループから成るフォーラムであ
り、肥料市場のデータの特定、収集、交換、普及
および価格、貿易、生産に関する短期分析を担当
している。このグループは、肥料市場の動向に影
響を与える経済的およびその他の関連要因につい
て委員会に助言と専門知識を提供し、市場の透明
性向上を支援する。市場の透明性向上は、サプラ
イチェーンの機能改善を生み出し、農家や肥料生
産者が肥料の入手可能性と手頃な価格を確保する
ための生産・投資判断を容易にする可能性が高い。
　これらの取組を推進するため、委員会は主要な
肥料や資材の確保のための備蓄やその他の選択肢
を評価する。これには季節的変動の影響または最
小備蓄量、必要に応じて、外部衝撃への耐性を高
め、価格変動を緩和するための共同調達やその他
の手段が含まれる。さらにEUは、国際協力の枠組
や特定国、隣接国、パートナー国と引き続き連携し、
市場の透明性を確保し、肥料や投入資材の供給の
多様化を促進し、相互利益のあるパートナーシッ
プを通じてこれらの国々への投資選択肢を模索し
ていく。


